
『耐震性能＆排水性能が高い多機能型擁壁』

箱型擁壁工法
※レリーフは3種類 

箱型擁壁協会では建設技術審査証明書を取得した「箱型擁壁」
の品質管理を外部より専門家を招き工場認定制度を設けまし
た。認定制度は厳正で適正な品質管理が行われて、検査に合格
した工場はその証明として「箱体」の製造認定シールを貼るこ
とが許可されています。

NETIS 新技術情報システム
登録 CB-040038-A

建設技術審査証明書
第0327号

箱型擁壁協会事務局

Q1

A

Q2

A

従来工法との違いと効果は？

Q3

A

特に期待される効果は？

（独）土木研究所において様々な実験手法で
検証を受け、高い耐震性と安全性が実証され
ました。また、実現象（中越地震、中越沖地震、
岩手・宮城内陸地震等）においても実験同様
の耐震性能が確認されました。単粒度砕石を
壁体材に使用することで耐震性能を高め、そ
の空隙を利用して高排水性能を確保していま
す。また、小段部分が解放されている構造のた
め、陸上でも水中でも昆虫類の棲みかとなり、
生物多様性の循環空間が形成されています。
箱型は確実性が高い施工が安全に行いやす
いため施工管理や施工後の維持管理が容易
です。また、排水性が高く擁壁内に滞水しない
ので製品の耐久性が高い。箱型擁壁は高壁高
擁壁工法としては世界でも例がない組立・解
体が行える工法でもあり、仮設などに使用し
た後撤去する場合、解体は施工同様安全に行
えます。箱型擁壁は100％・壁体材は85%程
再使用が可能です。

Q4

A

適用範囲はどうか？

盛土部切土部の擁壁として構築できますが特に下記のような場所で特徴が発揮できます。

建設技術審査証明書取得製品
箱型擁壁Lタイプ（A型）＜箱体＞
高さ：1000　長さ：1995　奥行：1250

重量:1304kg

標準模様

箱型擁壁の前面の模様には標準模様の他に陰影
模様と石割模様があります。

 箱型擁壁はすべての壁高で常時・  
　地震時の安定検討を行います。

 壁体材は単粒度砕石のみを使用
　します。

 基礎部の単粒度砕石はジオグリ
　ッドでマットレス状に構築する
　ので基礎盤として安定します。
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〒532-0011  大阪市淀川区西中島5丁目2番5号
中島第二ビル3F　
TEL.06-6390-8552   FAX.06-6390-8553
■URL http://www.hakogata.com/

①壁高の高さが必要な場所
②背面土掘削が多く出来ない場所
③ため池など水中部の場所
④壁高の高低に関わらず緑化が
　必要な場所
⑤地盤が強固でない場所

⑥曲線部が多い場所
⑦住宅の背面に圧迫感がない擁壁を
　構築する場所
⑧観光道路等の景観が重視される場所
⑨耐震性が特に重視される場所
⑩雨が多く湿度が多い場所

⑪地下水が多い場所
⑫災害で早く復旧が望まれる場所
⑬車両などの騒音が反響する場所
⑭仮設後解体して本工事として
　再利用する場所
●最小勾配2分勾配

もたれ式の土留め擁壁をプレキャストコン
クリートと単粒度砕石で構築する技術で
す。

従来の大型積ブロックは土圧条件などに
合わせて控え長さを選定しますが、箱型擁
壁はその必要がなく箱体（Lタイプ A 型）と
壁体材（単粒度砕石）のみで、従来工法より
高い壁高を構築できます。それらの技術に
ついては（独）土木研究所での実験等で検
証されました。また、壁高７ｍを超えると
特に経済的で、工期も従来工法に比べ 40％
以上短縮して様々な経済効果を図れます。
生コンを使用しないので冬季工事や交通
量の多い道路、山間部、災害復旧工事など
迅速に工事を進める場合に適しています。

どのような技術なのか？
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